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１ 　はじめに
英語のライティングの授業において取り扱われるもの

の中で大きい部分を占めるのが「自由英作文」と「和文
英訳」である。とりわけ後者の和文英訳については、与
えられた日本語の解釈をした上で、日本語に込められた
意味を英語で表現しなければならないという 2 段階の
ハードルがあるため、多くの日本人高校生が苦手として
いる分野と言える。

２ 　課題
前述した和文英訳の指導にあたり、本校では生徒の解

答を黒板に書かせ、それを用いて添削を行うという手法
を長く取ってきた。しかしながらこの手法にはいくつか
の問題点がある。まず黒板のスペースが限られていると
いうこと。また教師が即座に見比べて添削を加えていく
という点から 1 問あたり多くて 4 〜 5 名の指名が限界で
あるということ。加えて 50 分という限られた授業時間
において黒板に書かせ、消し、また書かせている間に生
徒が英語について考えたり手を動かしたりする時間が損
なわれてしまうこと。そしてこの手法を用いて 50 分間
で扱える問題数は 3 〜 4 問に止まり、クラスの半数程度
しか添削の対象にならないということが挙げられる。

３ 　背景
和文英訳の指導は日本の英語教育の流れの中でも昔か

ら行われている伝統的なマテリアルの一つである。和文
英訳をしていくなかで、その問いとなっている日本語の

意味を理解し、さらに英語にしていくという過程が必要
なことから、生徒の持ちうる様々な能力を応用させる必
要があるものであるが、与えられた文の直訳に終始して
しまい自己表現を狭め、日本の英語教育でしか通用しな
いような特別な技術を育成しているのではないかという
批判も少なからずある。

ただし自由英作文では内容が知っている単語に応じて
制限されてしまうのに対して、和文英訳では生徒のレベ
ルよりも少し高いレベルに足がかりを作ることができ、
辞書指導等と併用することで知らない単語や文法を実際
に使わせることができるという利点もある。あくまでも
自由英作文との二極の存在として捉えず、違う方向の能
力を育てる一手段として本稿では和文英訳について考え
ていく。

生徒が書いた英作文に対して行う誤り訂正である
Written Corrective Feedback（WCF）には明示的に行
うものと暗示的に行うものの ２ 種類がある。本稿での実
践では文法的な誤りや語彙の選択について行う明示的な
指導と、他の生徒が書いたものに関して複数比較し自分
の誤りに気づかせるという暗示的な指導の両方を取り入
れることで和文英訳の良さをより引き出していくことを
目標としている。

またライティングのフィードバックについては、学習
者と対話者とのインタラクションの役割を重要視し、対
話の中で学習者の気づきを促すという「インタラクショ
ン仮説」と、教員やより高いレベルの学習者による支援
により、より高みに到達することを促す「社会文化理
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< 要旨 >

本研究は和文英訳の添削指導においてスマートフォンや PC を活用した実践報告である。大きく分けて 2 種類あり、
1 人１題担当を決めて担当の問題を ICT を通して解答し添削する実践①と、複数題を全員が解答し抜粋して添削する実
践②を行った。結論としては、指導するマテリアルの難易度や目的により、使用する ICT を使い分けることが必要で
あるが、ICT を用いて行う英作指導は教員にとっての負担感も少なく、生徒へのフィードバックがより多く行える指導
法であるといえる。

＜キーワード＞ PC、タブレット、教室での ICT 活用、1to1、和文英訳指導
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論」が根拠とされていることが多い。本稿での実践につ
いてもこの ２ つの理論をもとに、生徒と日本人教師・ま
た ALT との対話を通した添削指導や他の生徒の書いた
英作文を見てお互いに学び合うことを通し生徒の学習の
変化やその効果を考えていく。

４ 　今回の実践
本稿では 2018 年度に 2 年生を対象として行った和文

英訳指導（以後実践①）と 2019 年度に 3 年生を対象と
して行った指導（以後実践②）を紹介していく。いずれ
も使用したテキストは山口書店の「クリエイティブ英作
文」の和文英訳問題である。この実践では解答時間を授
業時間内に生徒全員に等しく設けて ICT を通じて解答
をデータで提出させる。それにより全員が時間内に同じ
問題に向き合うことができ、自分の解答を作ることがで
きる。全員が同じ問題について取り組むので、その場で
出た質問をクラスで共有できるという強みもある。デー
タで提出させることで、生徒の解答を記録として残すこ
とができ、あとでそれをもとにハンドアウトを作成でき
るという利点や、その際に筆跡が残らず匿名性を保持で
きるという利点もある。

本校で行なっている和文英訳指導は「日本人教師によ
る解説」と「ALT と日本人教師による TT」の 2 パター
ンがあるが、実践①は前者、実践②は前者と後者の組み
合わせで行なっている。

４ ― １ 　実践① 使用したソフト G suite 以外
4 - 1 - 1 　 iOS のメモ帳機能 （デフォルトの無料アプリ）

（利点）
・タブレットは運搬が楽
・iPhone を持っている生徒は自分の端末で解答可
・操作感は良い
・air drop で解答をすぐ送ることができる　※本校では

教員全員が Macbook を持っている
・教員が書き込めるペン等を持っていれば iPad を使用

して生徒の書いた解答に手書きで添削ができる
　（黒板に投影し、チョーク等での添削も可能）
・メモ自体を PDF や画像にして保存できる

（欠点） 
・文書ファイルではないので文字サイズの変更ができ

ず、手書きの解答でないと見にくい
・指で解答を書くと文字がかなり読みにくい（ペンがあ

るとかなり改善される）
・air drop 以外の共有方法が限られる（メールは形式を

揃えるのが難しい）
・それぞれのメモ帳データは一つにまとめることはでき

ない
・旧型の iPad には手書き機能が付いていない（本校が

所有する共用 iPad では実践ができない）

4 - 1 - 2   whiteboard.fi （無料ブラウザアプリ）
（利点）
・生徒の端末や共用タブレットを用いる
◎ブラウザ上のアプリであるためアプリのインストール

必要なし
・ログインや会員登録等の必要なし
・同時解答・同時閲覧可能・即時更新可能
・手書きもタイプも可能（文字の大きさ変更、色変更も

可能）
・クラスごとに仕分けができる（クラスコード発行）
・生徒の解答は画像として保存できる

（欠点） 
・解答スペースが狭く、長い文章は書けない
・データは一定時間が経つと期限が切れて見られなくな

る
・データ処理が重い、反映に時間がかかる
・クイズのような一斉に一問一答の答えを出させるタイ

プには向いているが、解答を利用した添削指導には向
いていない

4 - 1 - 3   ロイロノート（アカウント有料、無料アプリ）
※無料体験期間を利用して実践

（利点） 
・アカウントを購入すれば、それぞれのスマホでも共有

ipad でも操作可能（インストール必要あり）
・操作感がよい（反応がよい）
・手書き・タイプでの解答可能
・共有の機能が充実している
・生徒のデータへの直接書き込み添削可能
・同時解答・同時閲覧・即時更新可能
・PDF として解答を保存できる
・幅広いバージョンに対応している（初代 iPad など）
◎課題の連絡、提出箱の作成、資料の配布がアプリ上で

可能
（欠点） 
・1 人 1 台デバイスが手元にある必要がある
・1 人 1 つ有料アカウントが必要
・他の科目との併用が前提となるか
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４ ― ２  　実践①② 使用したソフト G suite
本校は Google Suite for Education を採用しており、

生徒一人一人が学校の google アカウントを所持してい
る。Google Suite for Education では無料で複数アプリ
を利用することができるが、そのうちグーグルスライド
とグーグルドキュメントを使用したものを紹介する。

4 - 2 - 1   Google Slide
グーグルスライドは発表用スライドを作成できるソフ

トであり、ブラウザ上およびアプリを通して使用が可能
である。スマートフォンからのスライド編集はアプリの
ダウンロードとグーグルアカウントが必要。

（利点） 
・ 無料アプリをインストールすればそれぞれのスマート

フォンでも操作可能
・ 全員が同時編集可能、即時更新、反映が目に見える
　クラスごとにグーグルスライドを作れば仕分けができ

る。
・ サムネールを見ながら解答の順番の入れ替えが簡単
・ほぼパワーポイントと同じなので生徒が操作に慣れて

いる
・keynote への変換ができるので、デジタルペンでの書

き込み添削ができる
・リンクを共有しておけば、授業外での編集も可能なた

め宿題にすることもできる
 （欠点） 
・それぞれがグーグルアカウントを持っていることを前

提とする
・1 人が複数解答すると整理が困難
・グーグルのアカウントにログインできるようにしてお

く必要あり（接続で手間取ることも多々あり）
・タイプのみの解答となり、手書き解答はできない

4 - 2 - 2   Google Document
グーグルドキュメントは文書を作成できるソフトであ

り、ブラウザ上およびアプリを通して使用が可能である。
スマートフォンからの文書編集はアプリのダウンロード
とグーグルアカウントが必要。
 （利点） 
・スマートフォンで操作可能
・ほぼワードと同じなので、生徒は操作に慣れている
◎クラスルームと併用すると便利

（欠点）
・それぞれがグーグルアカウントを持っていることを前

提とする
・グーグルのアカウントにログインできるようにしてお

く必要あり
・タイプのみの解答

４ ― ３ 　 実践② ALT との TT について
4 - 3 - 1  概要

高 3 対象英語表現 II の授業で月 2 回程度行なってお
り、和文英訳指導にネイティブの意見を取り入れている。
TT の授業の前までに生徒には解答を入力させ、入力さ
れたデータを使ってハンドアウトを作り、それを用いて
指導を行っている。大抵 50 分の授業で 5 〜 6 問を取り
扱い、各問題に 5 〜 6 人の生徒の解答を比較できるよう
に抜粋して載せている。「日本語を英語にする」という
点において日本人教師が、「英語の表現」という点にお
いて ALT が解説をしており、生徒の解答データを黒板
に投影し、ALT が書き込みながら添削をしている。

4 - 3 - 2   データ提出の利点
手書きでの英作文の提出でも比較指導は可能である

が、投影したりハンドアウトの作成のためには手書きの
解答をそのまま使用することは難しい。もともとデータ
で提出をさせていれば、教員がタイプし直す必要性はな
く、コピーアンドペーストで簡単にハンドアウトを作る
ことができる。また google slide や google document は
iPad を使用した場合デジタルペン等を用いて書き込み
添削をすることが可能であり、そのまま PDF 化して添
削を返却することも可能である。

４ ― ４ 　 実践① 使用手順 Google Slide
1 .  教師がグーグルスライドのファイルをクラスごとに

作成（フォントの大きさや氏名番号の欄などを指定し
た解答の雛形や指示文を書いたものを含み、解答用ス
ライドは人数分作っておく。）

２ . 生徒全員を「共同編集者」として共有。
3 . リンクをクラスのメーリングリストに送る or クラ

スルームでファイルを共有。
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(図１)手順1~3の実際の画面	

4.	1 人 1 問解答する。（この章では和文英訳の問題が

５題あったので、４０人の生徒を5問に割り振って

解答をさせた）	

→クロームブックを配布して、解答を入力させた。	

→個人のスマホにグーグルスライドのアプリが入っ

ている生徒はスマホの使用を許可した。	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図２)解答例見本	

	

	

	

	

	

	

	

	

（図３）生徒が解答する画面	

	

5.	生徒の解答をPDF化し印刷して配布。	

6.	追加事項があれば、書き込み添削をしたものをPDF

にして配布。	

	

＜良かったところ＞	

・全員が授業中に英作文に取り組むことができた。（手

持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）	

・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。	

・英語のタイピングの練習になる。	

＜悪かったところ＞	

・全問を全員が解くことはできなかった。（割り当ての

1問のみしか入力していない）	

	

４−５	 実践②	使用手順	 Google	Document	

1.		和文英訳の問題の和文のみを打ち込んだファイル

を用意。	

2.		グーグルクラスルームで「各生徒にコピーを作成」

の形で課題配布する。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図4)教員が課題を配布する際の画面	

	

	

	

	

	

	

	

(図５)生徒が実際に見る画面	

	

3.	生徒に端末を配布し、それぞれ全ての問題を解答さ	 	

せる。	

→あらかじめフォントは指定しておいた。（ほどよい

サイズ、見やすいフォント）	

4.	解答を終えたら右上の提出ボタンをクリックさせ

る。	

	

（図１）手順 1 〜 3 の実際の画面

4 . 1 人 1 問解答する。（この章では和文英訳の問題が 5
題あったので、４0人の生徒を 5 問に割り振って解答を
させた）

→クロームブックを配布して、解答を入力させた。
→個人のスマホにグーグルスライドのアプリが入ってい

る生徒はスマホの使用を許可した。
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5 . 生徒の解答を PDF 化し印刷して配布。
6 . 追加事項があれば、書き込み添削をしたものを PDF

にして配布。

＜良かったところ＞
・全員が授業中に英作文に取り組むことができた。（手

持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）
・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。
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・全問を全員が解くことはできなかった。（割り当ての
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用意。
2 . グーグルクラスルームで「各生徒にコピーを作成」

の形で課題配布する。
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(図１)手順1~3の実際の画面	

4.	1 人 1 問解答する。（この章では和文英訳の問題が

５題あったので、４０人の生徒を5問に割り振って

解答をさせた）	

→クロームブックを配布して、解答を入力させた。	

→個人のスマホにグーグルスライドのアプリが入っ

ている生徒はスマホの使用を許可した。	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図２)解答例見本	

	

	

	

	

	

	

	

	

（図３）生徒が解答する画面	

	

5.	生徒の解答をPDF化し印刷して配布。	

6.	追加事項があれば、書き込み添削をしたものをPDF

にして配布。	

	

＜良かったところ＞	

・全員が授業中に英作文に取り組むことができた。（手

持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）	

・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。	

・英語のタイピングの練習になる。	

＜悪かったところ＞	

・全問を全員が解くことはできなかった。（割り当ての

1問のみしか入力していない）	

	

４−５	 実践②	使用手順	 Google	Document	

1.		和文英訳の問題の和文のみを打ち込んだファイル

を用意。	

2.		グーグルクラスルームで「各生徒にコピーを作成」

の形で課題配布する。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図4)教員が課題を配布する際の画面	

	

	

	

	

	

	

	

(図５)生徒が実際に見る画面	

	

3.	生徒に端末を配布し、それぞれ全ての問題を解答さ	 	

せる。	

→あらかじめフォントは指定しておいた。（ほどよい

サイズ、見やすいフォント）	

4.	解答を終えたら右上の提出ボタンをクリックさせ

る。	

	

（図 4）教員が課題を配布する際の画面
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(図５)生徒が実際に見る画面	

	

3.	生徒に端末を配布し、それぞれ全ての問題を解答さ	 	

せる。	

→あらかじめフォントは指定しておいた。（ほどよい

サイズ、見やすいフォント）	

4.	解答を終えたら右上の提出ボタンをクリックさせ

る。	

	

（図 5 ）生徒が実際に見る画面

3 ．生徒に端末を配布し、それぞれ全ての問題を解答さ
せる。
→あらかじめフォントは指定しておいた。（ほどよい

サイズ、見やすいフォント）
４ ．解答を終えたら右上の提出ボタンをクリックさせ

る。
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(図６)生徒に配布した解答用ドキュメントの画面	

	

5.	生徒の解答を抜粋したプリントを作成。	

→ネイティブ教員が授業に入り、添削を行う。（抜粋

解答をスライドにして黒板に投影し、キットパスで

書き込みながら解説。）	

→生徒はプリントに書き込みながら解説を聞く。	

→その場でネイティブ教員への質問等もできる。	

→自分たちの解答を比較しながら解説を聞くことが

できた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図7)抜粋プリントに添削を書きこんだもの(字は筆者)	

	

＜良かったところ＞	

・全員が授業中に英作文に取り組むことができた。（手

持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）	

・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。	

・全ての問題に取り組む体制ができた。	

・生徒の解答が自動的にドライブに保存され管理が簡

単になった。(グーグルクラスルーム経由でドキュメン

トのコピーを配布すると、自動的にクラスルームの課

題ごとにドライブにフォルダが作成され、生徒の名前

のついたドキュメントがアップロードされる)	

・apple	pencilを用いると書き込み添削や、PDFにし

て添削を返却することが可能。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図８)実際に生徒に返却したPDFの一部	

	

＜気をつけたところ＞	

できるだけ頻出ミスや語法など日本人には感覚的にわ

かりにくいところを抜粋し、予めネイティブ教員にそ

の辺の解説を重点的にしてもらうようにお願いしてお

いた。	

	

５	 実践に関する生徒の反応	

以下が実践①のあとに生徒69名(2クラス)に対して

行ったアンケートの結果である。	

Q1	iPadやスマホを用いた英作文指導について	

	 	 ・今後も続けて欲しい	 52.2%	

	 	 ・たまにならやってほしい	 30.4	%	

	 	 ・やらなくてよい	 	 17.4%	

Q2英作文を書くときの感覚	

	 	 ・手書きとは違う	 15.9%	

	 	 ・違う（手書きの方が書きやすい）	 31.9	%	

	 	 ・違う(タイプの方が書きやすい)	 	 31.9%	

	 	 ・違う(どちらともいえない)								20.3%	

	

Q3	PDFで添削を返却することについて	

	 	 ・見やすい・便利	 	 66.7%	

	 	 ・見にくい・不便	 	 29%	

	 	 ・その他（タイプであればPDFがよい、等）	

	

6	実践を経て	

	 実践①については、授業中にクラス全員の解答を見

ることができ、比較することができるようにすること

を目的とした場合、ICT を用いれば効果的に指導でき

ることがわかった。特にGoogle	Slideに関しては操作

感も生徒にとって難しくなく、繰り返し使っていくこ

とでスムーズな指導ができる。ただし課題としてはそ

←予め入力しておいた和文	

←生徒の入力した英文	

（図 ６ ）生徒に配布した解答用ドキュメントの画面

5 . 生徒の解答を抜粋したプリントを作成。
→ネイティブ教員が授業に入り、添削を行う。（抜粋解

答をスライドにして黒板に投影し、黒板に書き込みな
がら解説。）

→生徒はプリントに書き込みながら解説を聞く。
→その場でネイティブ教員への質問等もできる。
→自分たちの解答を比較しながら解説を聞くことができ

た。

東京学芸大学附属高等学校紀要	

	

	 5	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図６)生徒に配布した解答用ドキュメントの画面	

	

5.	生徒の解答を抜粋したプリントを作成。	

→ネイティブ教員が授業に入り、添削を行う。（抜粋

解答をスライドにして黒板に投影し、キットパスで

書き込みながら解説。）	

→生徒はプリントに書き込みながら解説を聞く。	

→その場でネイティブ教員への質問等もできる。	

→自分たちの解答を比較しながら解説を聞くことが

できた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(図7)抜粋プリントに添削を書きこんだもの(字は筆者)	
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持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）	

・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。	

・全ての問題に取り組む体制ができた。	

・生徒の解答が自動的にドライブに保存され管理が簡

単になった。(グーグルクラスルーム経由でドキュメン

トのコピーを配布すると、自動的にクラスルームの課

題ごとにドライブにフォルダが作成され、生徒の名前
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(図８)実際に生徒に返却したPDFの一部	

	

＜気をつけたところ＞	

できるだけ頻出ミスや語法など日本人には感覚的にわ

かりにくいところを抜粋し、予めネイティブ教員にそ

の辺の解説を重点的にしてもらうようにお願いしてお

いた。	

	

５	 実践に関する生徒の反応	

以下が実践①のあとに生徒69名(2クラス)に対して

行ったアンケートの結果である。	

Q1	iPadやスマホを用いた英作文指導について	

	 	 ・今後も続けて欲しい	 52.2%	

	 	 ・たまにならやってほしい	 30.4	%	

	 	 ・やらなくてよい	 	 17.4%	

Q2英作文を書くときの感覚	

	 	 ・手書きとは違う	 15.9%	

	 	 ・違う（手書きの方が書きやすい）	 31.9	%	

	 	 ・違う(タイプの方が書きやすい)	 	 31.9%	

	 	 ・違う(どちらともいえない)								20.3%	

	

Q3	PDFで添削を返却することについて	

	 	 ・見やすい・便利	 	 66.7%	

	 	 ・見にくい・不便	 	 29%	

	 	 ・その他（タイプであればPDFがよい、等）	

	

6	実践を経て	

	 実践①については、授業中にクラス全員の解答を見

ることができ、比較することができるようにすること

を目的とした場合、ICT を用いれば効果的に指導でき

ることがわかった。特にGoogle	Slideに関しては操作

感も生徒にとって難しくなく、繰り返し使っていくこ

とでスムーズな指導ができる。ただし課題としてはそ

←予め入力しておいた和文	

←生徒の入力した英文	

（図 7）抜粋プリントに添削を書きこんだもの（字は筆者）

＜良かったところ＞
・全員が授業中に英作文に取り組むことができた。（手

持ち無沙汰がなくなる、全員その場で考える）
・雛形を用意していたのでみんな同じフォントになり、

見比べやすくなった。
・全ての問題に取り組む体制ができた。
・生徒の解答が自動的にドライブに保存され管理が簡単

になった。（グーグルクラスルーム経由でドキュメン
トのコピーを配布すると、自動的にクラスルームの課
題ごとにドライブにフォルダが作成され、生徒の名前
のついたドキュメントがアップロードされる）

・デジタルペンを用いると書き込み添削や、PDF にし
て添削を返却することが可能。
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	 	 ・見やすい・便利	 	 66.7%	
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	 実践①については、授業中にクラス全員の解答を見

ることができ、比較することができるようにすること
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ることがわかった。特にGoogle	Slideに関しては操作

感も生徒にとって難しくなく、繰り返し使っていくこ

とでスムーズな指導ができる。ただし課題としてはそ

←予め入力しておいた和文	

←生徒の入力した英文	

（図 ８ ）実際に生徒に返却した PDF の一部

＜気をつけたところ＞
できるだけ頻出ミスや語法など日本人には感覚的にわ

かりにくいところを抜粋し、予めネイティブ教員にその
辺の解説を重点的にしてもらうようにお願いしておい
た。

５ 　実践に関する生徒の反応
以下が実践①のあとに生徒 69 名（2 クラス）に対し

て行ったアンケートの結果である。
Q1　 iPad やスマホを用いた英作文指導について
・今後も続けて欲しい 52.2%
・たまにならやってほしい 30.4 %
・やらなくてよい 17.4%
Q2　英作文を書くときの感覚
・手書きとは違う 15.9%
・違う（手書きの方が書きやすい）31.9 %
・違う（タイプの方が書きやすい）31.9%
・違う（どちらともいえない）        20.3%

Q3　 PDF で添削を返却することについて
・見やすい・便利 66.7%
・見にくい・不便 29%
・その他（タイプであれば PDF がよい、等）

6 　実践を経て
実践①については、授業中にクラス全員の解答を見る

ことができ、比較することができるようにすることを目
的とした場合、ICT を用いれば効果的に指導できること
がわかった。特に Google Slide に関しては操作感も生徒
にとって難しくなく、繰り返し使っていくことでスムー
ズな指導ができる。ただし課題としてはその場で解説を
加えることを考慮するとそれぞれの生徒に複数問の解答
を用意させることは妥当ではなく、1 人１問解答するこ
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とが限界であるが挙げられる。そして割り当てを決めて
解答をさせる場合、難しい問題に当たった生徒の解答す
るモチベーションが下がる傾向にあるように感じた。こ
の点に関しては、「その場での添削」と「データを提出
と添削に時間をとる」場合で使い分けることが重要であ
ると考える。

実践②においては 4 月から 11 月現在に至るまで、
Google Document を通じ英作文をデータで提出をさせ
る指導を行なっている。初めは手書きでなく、タイプを
することに抵抗を覚える生徒も少なからずいたが、続け
ていくうちに自然と取り組めるようになった。また教科
書に載っている問題のうち複数問を全員に提示すること
ができ、割り当てがないため比較的実践①よりも解答す
る際のネガティブな反応は少なく、得意な生徒は素早く
全問に解答できる一方で苦手な生徒は自分の解ける問題
を選んで解答していくことができた。

生徒にとってもおそらく手書きで英語の文を書く機会
は高校を卒業すると劇的に減り、以後は E メールや論
文などタイプをすることが主流になっていくと考えられ
る。ペンと紙の世界に留まらず英語を使っていく世代に
とって英語をキーボードでタイピングをしたりスマート
フォン等のデバイスで入力することは意義のあることで
あるとも考える。

また教員の立場からしても、紙媒体で解答を集めるこ
とには負担が少なからずあり、解答データがすべてクラ
ウド上にあり（学校の Google アカウントであるためド
ライブにアクセスできる人は制限されている）、自分の
iPad からアクセスしいつでもハンドアウトを作ること
ができたり、自分のタイミングで添削ができるためかな
り効率の良い指導ができている。ICT を活用した和文
英作指導は今後 ICT を日常的に使っていく生徒たちに
とっても、また指導者の立場からしても Win-Win の指
導法であるといえるのではないか。
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